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令和 6 年度都市計画演習 5 班 中間発表 

北条地区の歴史と筑波鉄道の関係性 

班員：⼤⽵⾥奈 古賀雅⽮ 武市和詩 永⽥圭吾 中村あかり 松本悠太郎 村林航宙 
担当教員：松原康介 担当 TA：三重野馨 

 

1.動機 

 5 班のテーマは「つくばの都市計画史」
である。そこで私たちは、まずつくば市の
古い地図を眺めてみることとした。そこ
で、研究学園都市が整備・開発される以前
は現在のつくばセンター付近よりも北部に
位置する地域が発展していたこと、筑波鉄
道という鉄道が⾛っていたことが分かっ
た。我々は鉄道が廃線するという出来事に
興味を持ち、周辺地域に影響を与えたと考
えた。筑波鉄道の駅において⼟浦に次いで
最も乗降客数の多かった北条を廃線の影響
を強く受けた地域であると仮定し、研究対
象と決めた。フィールドワークを通して
「つくば市の中⼼が南になった」という地
域住⺠の声を聴いたため、北条地域の盛衰
にも注⽬した。 

2.目的 

 北条地域の盛衰と筑波鉄道の廃線がどの
ような関連性を持っているかを明らかにす
ることを⽬的とする。 
 北条の街は筑波鉄道の廃線によって衰退
することとなったのか、北条の街が活気を
失ったことにより、筑波鉄道は廃線という
運命を迎えることとなったのか。筑波鉄道
は地域社会にどのような役割を果たし、地
域社会は筑波鉄道にどのような影響を与え
ていたのかを考察する。 
 

3.調査方法 

 私たちの研究テーマである北条や筑波鉄
道の歴史的背景を理解するために、筑波⼤
学中央図書館やつくば市図書館に所蔵され
ている資料やインターネット上の⽂献を調
査し、正確なデータを揃え、研究の基礎と
した。また、今昔マップなどの地図を参照
し、時代に分けて北条や筑波鉄道の歴史を
捉えることとした。⼈⼝の増減や商店の分
布の変化、道路交通網の変化についても調
べることで、北条というまちが歴史的にど
のように変わっていったのかを捉えること
とした。また、街の雰囲気を感じ、実際の
現地の様⼦を捉えるためにフィールドワー
クを⾏った。実際に現地をまわり、⽂献で

 
 

図 1南部地域と北部地域の⽐較(1960 年)

出典：地図で⾒るつくば市の変遷明治・⼤

正・昭和・平成の 4代 120 余年の歴史が読

める 
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は得られない知⾒を得ることができた。現
時点ではできていないが、地元住⺠の⽅や
商店・振興会の⽅へのインタビュー等の実
施も検討している。 
 

4.文献調査のまとめ 

 a.北条地区 

 弥⽣時代頃から権⼒者がいたとされ、奈
良・平安時代の正倉跡（平沢官衙遺跡）が
現存している。鎌倉時代には多気⽒により
多気城が建城され、戦国時代は⼩⽥⽒、佐
⽵⽒と権⼒者が移り変わる。江⼾時代に⼊
ると、筑波⼭参拝の⽞関⼝である北条は⾨
前町として発展し、陣屋が建てられる。          
1626 年、徳川家康の命により筑波⼭神社 
堂舎再建の資材運搬路（現つくば道(図
2)）が整備されると、商⼈や職⼈の居住、
⼤店の出現が進み、在郷商⼈町へと発展し
ていく。しかし 1811 年の⼤⽕など、当地
区では頻繁に⼤⽕が発⽣したため⼟蔵造り
の店舗が連ねるようになる。  

 

明治時代以降は時代の影響を受け、 ⼤正
時代には筑波鉄道が開通した。しかし昭和

時代後期以降、モータリゼーションの進展
により周辺地域に購買⼒が流出する。北条
では筑波⼭観光の開発、商⼯業の振興、筑
波⼭麓⼀帯の⼟地改良、農業⽣産⼒の向上
が掲げられるが、開発の進む研究学園とは
異なり⼈⼝流出や鉄道廃⽌など衰退の道を
辿っていく。平成には⻯巻による被災もあ
ったが、年間を通して地域活性化活動が地
域主導や学校を中⼼に⾏われており、地域
内外にその魅⼒を伝えている。 

 b.筑波鉄道 

 筑波鉄道は、筑波⼭の参拝客輸送、名産
品の運搬など、筑波郡の北条・⼩⽥地区を
中⼼とする地域の輸送改善のために計画さ
れた。当初の発起⼈は千葉と東京の県外⼈
のみであったものの、その計画が頓挫した
のちに地元⺠が⽴ち上がり、地元中⼼の動
きが多くみられるようになった。こうして
設⽴された筑波鉄道は、時間を要しながら
も筑波⼭神社を後ろ盾としつつ⽤地確保を
進め、1918 年 4⽉に⼟浦〜筑波間、同年
6⽉に筑波〜真壁間、同年 9⽉に真壁〜岩
瀬間を開業させた。路線図は図 3の通りで
ある。 

図 2つくば道 

出典：北条について｜筑波⼭麓北条(北条街 

づくりポータルサイト 
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着⼯の遅れによって⼤戦景気の影響を受
けたことで建設費が膨張し、建設資⾦が計
画通りに運⽤されず、借⾦を抱えて経営を
開始した。 
 筑波鉄道の特徴として、⽯材や⽊材を中
⼼とする貨物輸送と筑波⼭や霞ケ浦への観
光輸送による旅客輸送の両⾯において強み
を有していたことが挙げられる。創業初期
は⼤戦景気の効果を受けられずインフレの
負の影響ばかりを受けていたが、上野から
筑波への直通列⾞の運⾏や筑波⼭ケーブル
カーの開業により、旅客部⾨は 1926 年に
戦前のピークを迎えた。その後は観光⼈気
が暗転し減収となり、無理な⾦利配当も相
まって経営に厳しさが⾒えてきたことか
ら、1933 年頃からバス事業者の吸収・合
併を⾏った。その後は鉄道事業は乗客数・
貨物輸送量ともに増加し、国からの補助⾦
の影響もあり⿊字で安定するも、バス事業

は⼤幅減収となっていった。 
 1975年前後には、⾃家⽤⾞の普及等に
より輸送⼈員や貨物輸送量が減少しはじめ
た。その影響で収益は年々減少し、沿線⾃
治体からの助成を受けるも⼤きな効果はな
く、遂に 1987年に筑波鉄道は廃線となっ
た。2002 年には、その鉄軌道跡はサイク
リングロード「りんりんロード」の⼀部と
して⽣まれ変わっている。 

 

 c.北条と筑波鉄道の関係史 
 以上より、北条地区と筑波鉄道の関係史
において明らかになった点をまとめる。 
 第⼀に、鉄道開通の⽬的は北条地区を中
⼼とした地域の交通の便を図ることにあっ
た。これは、筑波鉄道の歴史についての⽂
献調査によって分かった。 
 第⼆に、北条地区は筑波鉄道利⽤の中⼼
であった。これは、寺⽥裕⼀著「筑波鉄道
(下)」.p.6-p.11に記載のデータより作成し
た筑波鉄道乗降客数のグラフ（図５）を⾒
ると、⼟浦駅に次いで⼆番⽬に乗降客数が
多いのが常陸北条駅であることから⾔え
る。 

図 4 筑波鉄道の⾛⾏⾵景 

出典：筑波鉄道（上）p.14 

図 3 筑波鉄道路線図 

出典：筑波鉄道（上）p.7 
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 第三に、1975年前後の北条地区の衰退
と筑波鉄道の衰退の共通の原因として、モ
ータリゼーションが挙げられる。北条地区
では⾃家⽤⾞の普及によって購買⼒が流出
し、⼈⼝減少も進⾏していった。筑波鉄道
においても同様に、⾃家⽤⾞の普及によっ
て鉄道利⽤者が減少したことで収⼊が減少
し、遂には廃線となった。 

 
図 5 筑波鉄道乗降客数 

 

5.今後の展望 

最終発表に向けて⼤きく分けて 2つに取
り組む。1つは地域の内側から⾒た北条と
筑波鉄道の関係を探る。具体的には北条の
中⼼となる施設等でインタビュー及びフィ
ールドワークを再度実施する。また今まで
収集した⽂献と新たに調査する⽂献から北
条と筑波鉄道についての情報を得る。2つ
⽬は北条のより詳細なデータを得るために
⼈⼝や建物の分布、道路網などの⽐較調査
を⾏い、北条という街の盛衰や移り変わり
について掘り下げる。これらの調査を元に
最終発表では北条と筑波鉄道との相互作⽤
を北条の内側から明らかにしていく。 
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